寺。 

ITT 

現代、 初冬。 

場所。 

府下 郊外の 原野。 

人物。 

画工。 侍女。 (烏の 仮装した る) 

貴 夫人。 老 紳士。 少 紳士。 小児 五 人。 

—— 別に、 三 羽の 烏。 (侍女と 同じ 扮装) 



たこ ある 

を 背負って るから、 砜が 歩行いて 来る よう だ。 

ま ね 

小児 四 糸 をつ けて 揚げる 真似 ェ してやろう。 

小児 五 遣れ 遣れ、 おもしろい。 

こ ま 

風 を 持った の は 風 を 上げ、 独楽 を 持ちた る は 独楽 

を 廻す。 手に ものな き 一人、 一方に 向い、 砜の糸 

を 手繰る 真似して 笑う。 

わくば リ え ひも 

画工 (枠 張の まま、 絹地の 画 を、 やけに 紐 からげ に 

して、 薄汚れ たる 背広の 背に 負い、 初冬、 枯 野の 夕 

日影に て、 あかあかと 且つ 寂しき 顔。 酔える 足 どり 

にて 登場) …… 落第々々、 大 落第。 (ぶらつく 体 を 

ステッキ っッか さま きこり 

呔 に突掛 くる 状、 疲 切った る瞧 夫の ごとし。 しば 



ざま 

らくして、 叫ぶ) 畜生、 状 を 見や がれ。 

声に 驚き、 且つ 活ける 玩具の、 手許に 近づきた る 

を 見て、 糸 を 手繰りた る 小児、 衝と 開いて 素 知ら 

ぬ 顔す。 

たち ど き ぎ 

画工、 その 事に は 心 付かず、 立 停まりて 嬉戯す る 

こどもら みまわ 

小児 等 を 朐 す。 

うらやま みんな 

よく 遊んで るな、 ああ、 羨し い。 どう だ。 皆、 面 

白い か。 

小児 等、 彼の 様子 を 見て 忍 笑す。 中に、 糸 を 手 

繰りた る 一 人。 

小児 三 ああ、 面白かった の。 



画工 (管 を まく 口吻) 何、 面白かった。 面白かった 

いか こども 

は 不可ん な。 今の 若さに。 …… 小児 をつ かまえて、 

今の 若さ も 変 だ。 (笑う) はは はは、 面白かった は 心 

なさけ 

細い。 過去った 事の ようで 情ない。 面白い と 云え、 

面白がれ、 面白がれ。 なお その上に 面白く なれ。 む 

む、 どう だ。 

小児 三 だって、 兄さん 怒る だろう。 

画工 (解し 得ず) 俺が 怒る、 何 を …… 何 を 俺が 怒る 

いのち か へえ 

んだ。 生命が けで、 描いて 文部省の 展覧会で、 平つ 

くばって、 I ^いか、 洋服の 膝 を 膨らまして 膨 行って 

な、 いい 図 じ やない ぜ、 審査 所のお 玄関で 頓首 再拝 



兄さんに、 糸目 をつ けて 手繰って いたんだ ぜ。 

画工 何 だ、 糸 を 着けて …… 手繰った か。 いや、 怒り 

やしない。 何の 真似 だい。 

小児 一 兄さんが ね、 そう やって ね、 ぶらぶら 来た 処 

がね。 

小児 二 遠くから、 まるで もって、 風の 形に 見えたん 

だもの。 

画工 はは あ、 砜か。 (背負って る 絵 を 見る) むむ、 そ 

し 力た 

こで、 (仕形しつつ) とやって 面白がって いたんだ な。 

処で、 俺が こう 近くに 来たから、 怒られ やしない か 

と 思って、 その 默 戯を 止めたん だ。 だから、 面白 かつ 



たと 云う のか。 ：：： かった は 寂しい、 つまらない。 

さかん 

壮に 面白がれ、 もっと 面白がれ。 さあ、 糸 を 手繰れ、 

上げろ、 引 張れ。 俺が、 砜 になって、 上って やろう。 

上って、 高い 空から、 上野の 展覧会 を 見て やる。 京、 

大阪を 見よう。 日本中 を、 いや 世界 を 見よう。 …… 

さあ、 あの 児 来て 煽れ、 それ、 お前 は 向う で 上げる 

んだ。 さあ、 遣れ、 遣れ。 (笑う) はは は、 面白い。 

小児 等しば らく 逡 巡す。 画工の 機嫌 よげ なる を 

見る より、 一人 は、 画工の 背 を 抱いて、 砜を 煽る 

真似す。 一 人は龃 出して 距離 を 取る。 その 一人。 

小児 三 や あ、 大風 だい、 一人 じ や 重い。 



小児 四 うん、 手伝って やら。 (と 独楽 を 懐に して、 立 

並ぶ) —— 風 吹け、 や、 吹け。 山の 風 吹いて 来い。 

(同音に 囉 す。) 

画工 (あおりた る 児の 手 を 離る ると 同時に、 大手 を 

開いて) こうな リゃ砜 絵 だ、 提灯 屋だ。 そり や、 しゃ 

くる ぞ、 水 汲む ぞ、 べっかつ こだ。 

小児 等の 糸 を 引いて 龃 るが ままに、 ふらふらと 舞 

きのね どう 

台 を 飛 廻り、 やがて、 樹 根に 樘 となりて、 切なき 

い き 

呼吸つ く。 

暮色 到る。 

小児 三 珮は 切れち やった。 



小児 一 暗くな つた。 —— ちょうど 可い。 

小児 二 また、 …… あの 事 をしょう。 

その他 遣ろう よ、 遣ろう よ。 (一 同、 手 はつな 

がず、 少しずつ 間 をお き、 ぐるりと 輪に なりて 唄う。) 

ごんげん 

青山、 葉 山、 羽 黒の 権現さん 

あとさき 言わずに、 中 はくぼんだ、 おかまの 

神さん 

唄い つ つ、 廻りつつ、 繰り返す。 

ま」 つ ぜレ 

画工 (茫然と して 黙想した るが、 吐息して 立って こ 

れを視 む。) おい、 おい、 それ は 何の 唄 だ。 

小児 一 ああ、 何の 唄 だか 知らない けれどね、 こうやつ 



一 同 や あ、 兄さん、 入る かい。 

画工 俺が 入る、 待て、 (画 を 取って 大樹の 幹に よせ か 

く) さあ、 I いか。 

小児 三 目 を 塞いで いるんだ ぜ。 

画工 可、 この 世間 を、 酔って 踊り や 本望 だ。 

青山、 葉 山、 羽 黒の 権現さん 

こ ど も ら まわ リ めぐ 

小児 等 唄いながら 画工の 身の 周囲 を 廻る。 環の 脈 

を 打って 伸び 且つ 縮む に 連れて、 画工、 ほとんど、 

無意識な るが ごとく、 片手 また 片足 を 異様に 動か 

す。 唄う 声、 いよいよ 冴えて、 次第に 暗くなる。 

時に、 樹の 蔭より、 顔黒く、 嘴 黒く、 烏の 頭 



いだ なかん ずく あと 

踊り 出す。 初手の 烏 もと もに、 就中、 後なる 三 羽 

ちょ ラ りよ ラ 

の 烏 は、 足 も 地に 着かざる まで 跳 梁す。 

とど 

彼等の 踊 狂う 時、 小児 等 は 唄を留 む。 

一同 (手に 手に 石 をニッ 取り、 力 チカ チと打 鳴らし 

て) 魔が 来た、 でん でん。 影が さいた、 もんもん。 

(四 五 度 口々 に 寂しく 囉す) ほんと に 来た。 そリゃ 

来た。 

小児のう ちに 一 人、 誰と も 知らず かく 叫ぶ とと も 

に、 ばらばらと、 左右に 分れて 逃げ 入る。 

木の葉 落つ。 

木の葉 落つ る 中に、 一 人の 画工と 四 個の 黒き 姿と 



しきり は 

頻に 踊る。 画工 は 靴 を 穿いたり、 後の 三 羽の 烏 

つまさき はじめ 

皆 爪 尖まで 黒し。 初の 烏 ひとり、 裾 を こぼる る 

つま くれない 

棲 紅に、 足 白し。 

さま どう のけ ざま 

画工 (疲 果てた る 状、 樘と 仰様に 倒る) 水 だ、 水 を 

くれい。 

いずれも 踊り 留む。 後の 烏 三 羽、 身 を 開いて 一方 

に 翼 を 交わした る ごとく、 腕 を 組合せつつ 立ちて 

な 力 

視む。 

初の 烏 (うら 若き 女の 声に て) 寝た よ。 まあ …… だ 

らしの ない 事。 人間、 こうはな りたくな いもの だ わ 

ね。 —— そのうちに 目が 覚めたら 行く だろう —— 別 



にお 座敷の 邪魔に もなる まいから。 …… どれ、 (樹 

おいしげ すすき 

の 蔭に 一 むら 生 茂りた る 薄 の 中より、 組立て に 

こうさ とリ いだ 

交叉した る 三脚の 竹 を 取 出して 据え、 次に、 その上 

まろ テ エブル 

の 円き 板 を 置き、 卓子の ごとくす。) 

後の 烏、 この 時、 三 羽と も 無言に て 近づき、 手伝 

さま しょうぎ 

う 状に て、 二 脚の ズック 製、 おなじ 組立ての 床几 

を 卓子の 差 向いに 置く。 

はじめ ぶどうしゅ 

初の 烏、 また、 旅行 用 手提げの 中より、 葡萄酒の 

瓶 を 取 出 だし 卓子の 上に 置く。 後の 烏 等、 青き 酒、 

赤き 酒の 瓶、 続いて コップ を 取 出 だして 並べ 揃う。 

ちょう ろうそく 

やがて、 初の 烏、 一 挺の 蠟燭を 取って、 これに 火 



を 点ず。 

あかる 

舞台 明くなる。 

てい ぎょくさん 

初の 烏 (思い 着きた る 体に て、 ーッの 瓶の 酒 を玉盞 

つ しょく かざ きれ い あかり 

に 酌ぎ、 燭に 翳す。) おお、 綺麗 だ。 燭が 映って、 

すきとお 

透徹って、 いっかの、 あの 時、 夕日の 色に 輝いて、 

ちょうど 東の 空に 立った 虹の、 その 虹の 目の よう だ 

と 云って、 薄雲に 翳して 御覧な すった、 奥様の 白い 

ゆびわ たま 

手の 細い 指に は 重そう な、 指環の 球 に似てる こと。 

三 羽の 烏、 打 傾いて 聞きつつ あり。 

ああ、 玉が 溶けた と 思う 酒 を 飲んだら、 どんな 味が 

する だろう ねえ。 (烏の 頭 を 頂きた る、 咽喉の 黒き 



わか おもて あらわ 

布 を あけて、 少き 女の 面を顕 し、 酒 を 飲まん とし 

て 猶予う。) あれ、 ここ は 私に は 口 だけれ ど、 烏に す 

ると ちょうど 咽喉 だ。 可 厭 だよ。 咽喉 だと 血が 流れ 

るよう でね え。 こんな 事 をして いるんだ から、 気に 

ひとりごと 

なる。 よそう。 まあ、 独 言 を 云って、 誰かと 話 をし 

ている よう だよ …… 

あた リ みまわ 

(四辺 を朐 す) そうそう、 思った 同士、 人前で 内証 

で 心 を 通わす 時 は、 一 ッに 向った 卓子が、 人知れず、 

力す 力 

脚 を 上げた リ 下げたり する、 幽な、 しかし 脈 を 打つ 

て、 血の 通う、 その 符牒で、 黙って いて、 暗号が 出 

来る と、 いつも 奥様が おっしゃる もんだ から、 —— 



卓子さん (卓 をた たく) 殊にお 前さん は三ッ 脚で、 

狐狗 狸さん、 そのまま だもの。 活き てる も 同じ だと 

思う から、 つい、 お 話 をし たんだ わ。 しかし、 うつ 

かりして、 少々 大事な 事 を 饒舌つ たんだから、 お前 

さん 聞いた ばかりにして おいてお くれ。 誰に も 言つ 

て は 不可ない よ。 ちょいと、 注いだ 酒 を どうしょう- 

ああ、 いい 事が ある。 (酔 倒れた る 画工に 近づく。 

あと うなじ いだ 

後の 烏 一 ッ、 同じく 近寄りて、 画工の 項 を 抱いて 

あおむ 

ffl: 向けに す。 ) 

おひや 

酔ば らいさん、 さあ、 冷水。 

画工 (飲みながら、 現にて) ああ、 日が 出た、 が、 



俺 は 暗夜 だ。 (そのまま 寝返る。) 

初の 烏 曰が 出た つて —— 赤い 酒から、 私の この 烏 を 

え おひさま 

透かして、 まあ。 —— 画に 描いた 太陽の 夢を見たん 

だろう。 何だか 謎の ような 事 を 言って る わね。 —— 

ね ま 

さあさあ、 お寝 室 ごしら え をして おきましょう。 (も 

すすき 

とに 立 戻りて、 また 薄 の 中より、 このたび は 一 領の 

テント テ エブル おお 

天幕 を 引出し、 卓子 を蔽 うて 建 廻す。 三 羽の 烏、 左 

うち 

右よ リ これ を 手伝う。 天幕の 裡は、 見ぶ つ 席より 見 

たのし うしろ 

えざる あつらえ。) お 楽み だ わね。 (天幕 を 背後に 

して 正面に 立つ。 三 羽の 烏、 その 両方に ネ む。) 

もう、 すっかり 日が 暮れた。 (時に、 はじめて フト自 



分の 他に、 烏の 姿 ありて 立てる に 心 付く。 され どお 

あやし あ る 

のが 目 を怪む 風情。 少しずつ、 あちこち 歩行く。 

まと 

歩行く に 連れて、 烏の 形 動き 絡う を 見て、 次第に 

疑 或 I を 増し、 手を挙 ぐれば、 烏 等 も 同じく 挙げ、 袖 

を 振動 かせば、 斉しく 振動 かし、 足 を 爪立 つれば 爪 

立ち、 踞 めば 踞むを 透し 視 めて、 今 はし も 激しく 恐 

怖し、 慌 しく 龃 出す。) 

ま ぶ か き 

帽子 を 目深に、 ォ ー バ —コー トの 鼠色なる を 被、 

太き 洋杖を 持てる 老 紳士、 憂鬱なる 重き 態度に て 

登場。 

初の 烏 ハタと 行 当る。 驚いて 身 を 開く。 紳士 そ 



の 袖を捉 う。 初の 烏、 遁 れんと して 威す 真似して、 

か あか あ、 と 烏の 声 をな す。 泣く がごと き 女の 声 

なり。 

紳士 こり や、 地獄の 門 を 背負って、 空 を 飛ぶ 真似 を 

する か。 (摑 ひしぐ がごと くにして 突 離す。 初の 烏、 

ど う ざ きっきょ う 

樘と 地に 座す。 三 羽の 烏 は わざとら しく 吃驚の 

身 振 をな す。) 地 を 這う 烏 は、 鳴く 声が 違う じ やろう。 

うむ、 どうじ や。 地 を 這う 烏 は 何と 鳴く か。 

初の 烏 御免なさい まし、 どうぞ、 御免なさい まし。 

紳士 はは あ、 御免なさい ましと 鳴く か。 (繰返して) 

御免なさい ましと 鳴く じ やな。 



初の 烏 はい。 

うなず きさま 

紳士 うむ、 (重く 頷く) 聞え た。 とにかく、 汝の声 

は 聞え た。 —— こり や、 俺の 声が 分る か。 

初の 烏 ええ。 

紳士 俺の 声が 分る かと 云 うんじ や。 こり や。 面 を 上 

げろ。 —— どう だ。 

ごぜんさま 

初の 烏 御前 様、 あれ …… 

ステッキ すそ おさ 

紳士 ( 杖 を もって、 その 裾 を 圧う) ばさばさ 騒ぐ 

な。 槍で 脇腹 を 突かれる 外に、 樹の 上へ 得 上る 身体 

でもない に、 羽ばたき をす るな、 女郎、 手 を 支いて 

静 として 口 をき け。 



せんので、 つい、 あの、 癖になりまして、 今晚 も… 

…旦那 様に 申 訳の ございません 失礼 をいた しました。 

どうぞ、 御免 遊ばして 下さい まし。 

紳士 言う 事 は それだけ か。 

初の 烏 はい？ (聞 返す。) 

めろう 

紳士 俺に 云う 事 は、 それだけ か、 女郎。 

くちごも 

初の 烏 あの、 (口籠る) 今夜 はどういた しました 事で 

ございま すか、 私 の 形 …… あの、 影法師が、 この、 

よいやみ はっきり 

野中の 宵闇に 判然と 見えます ので ございます。 それ 

さえ 気味が 悪う ございま すのに、 気をつけて 見ます 

と、 二つ も 三つ も、 私と 一所に 動きます ので ござ 



います もの。 

三方に 分れて \ィ む、 三 羽の 烏、 また 打 頷く。 

もう 可 恐くなりまして、 夢中で 龃 出しました もので 

すから、 御前 様に、 つい —— あの、 そして …… 御前 

様 は、 いつ 御旅 行 さきから。 

あざ くちぶ リ きさま 

紳士 俺の 旅行 か。 ふふん。 (自ら 嘲け る 口吻) 汝た 

ち は、 俺が 旅行 をした と 思う か。 

初の 烏 はい、 一昨日から、 北海道の 方へ。 

紳士 俺の 北海道 は、 すぐに 俺の 邸の 周囲 じ や。 

初の 烏 は あ、 (驚く。) 

紳士 俺の 旅行 は、 冥土の 旅の ごと きものじ や。 昔 か 



紳士 うむ、 あれ は 開けるべき 木戸で はない のじ や。 

俺が 覚えてから も、 止む を 得ん 凶事で 二度 だけ は 開 

けんければ ならん じ やった。 が、 それ とても 凶事 を 

ふしよ. I つ 

追 出いた ばかり じ や。 外から 入って 来た 不祥 はな 

きさま 

かった。 —— それが その 時、 汝の 手で 開いた のか。 

じょう かぎ 

侍女 ええ、 錠の 鍵 は、 がっち リ ささって おりました 

あかさび お 

けれど、 赤 鯖に 鯖 切りまして、 圧します と 開き まし 

た。 くされて 落ちた ので ございます。 塀の 外に、 散 

歩ら しいの が 一 人 立って いたので ございます。 その 

くちばし 

男が、 烏の 嘴 から 落しました 奥様の その 指環 を、 

てのひら じつ 

掌 に 載せまして、 凝と 見て いました ので ございま 



^9 

がっき そいつ 

紳士 餓鬼め、 其奴 か。 

侍女 ええ。 

紳士 相手 は 其奴 じ やな。 

侍女 あの、 私が わけ を 言って、 その 指環 を 返し ま 

じょうだん 

すよう に 申します と、 串戯 らしく、 いや、 これ は、 

人間の 手 を 放れた もの、 烏の 嘴から 受取った の だか 

なんどき 

ら 返されない。 もっとも、 烏に ならば、 何時な リと 

も 返して 上げよう とそう 申して 笑 うんで ござ い 

ます。 それでも、 どうしても 返しません。 そして I 

たしか うさん 

I 確に 預る、 決して 迂 散な もので ない —— と 云って、 



紳士 奴 は、 あの 木戸から 入った な。 あの、 木戸から。 

ぴ つく リ わたくし ささや 

侍女 男が 吃驚す るの を 御覧、 と 私 にお 囁きな さ 

いました。 奥様が、 烏 は 脚で は 受取らない、 とおつ 

てのひら 

しゃって、 男が 掌 にの せました 指環 を、 ここ をお 

開きなさい まして、 (咽喉の あく 処を 示す) 口で おく 

わえ 遊ばした ので ございます。 

う 41- ちごし」 こ あご 

紳士 口で な、 もう その 時から。 毒蛇め。 上 頤下頤 へ 

拳 を 引 掛け、 透 通る 歯と 紅 さいた 唇 を、 めり めリと 

引裂く、 売女。 (足 を 挙げて、 枯草 を踏蹂 る。) 

うな 

画工 うう む、 (二 声ば かり、 夢に 魘された る ものの ご 

とし。) 



紳士 (はじめて 心 付く) 女郎、 こっちへ 来い。 (杖 

を もって 一 方 を 指す。) 

侍女 (震えながら) はい。 

紳士 頭 を 着けろ、 被れ。 俺の 前 を 烏の ように 躍つ 

て 行け、 —— 飛べ。 邸 を 横行す る 黒い ものの 形 を 確 

と 見覚えて おかねば ならん。 躍れ。 衣 兜に は 短銃が 

ある ぞ。 

侍女、 烏の ごとく その 黒き 袖 を 動かす。 おののき 

さま い 

震う と 同じ 状な り。 紳士、 あとに 続いて 入る。 

三 羽の 烏 (声 を 揃えて 叫ぶ) おいらの せいじゃない 



一 の 烏 (笑う) はは はは は、 そこで 何と 言おう。 

二の 烏 しょう 事 は あるまい。 やっぱり、 あと は、 烏 

のせいだ と 言わねば なるまい。 

三の 烏 すると、 人間の した 事 を、 俺た ちが 引 被る の 

だな。 

二の 烏 かぶろう とも、 背負おう とも。 かぶった 処で、 

背負った 処で、 人間の した 事 は、 人間同士が 勝手に 

なかま ゆ や 

夥間 うちで 帳面 づらを 合せて 行く、 勘定の 遣り取り 

する。 俺た ちが 構う 事 は 少しもない。 

三の 烏 成程な、 罪 も 報 も 人間同士が 背負いつ こ、 被 

りつこ をす る わけ だ。 一体、 このたびの 事の 発 源 は、 



そこな、 お 一 どのが 悪戯から はじまった 次第 だが、 

くちばし 

さて、 こう なれば 高い 処で 見物で 事が 済む。 嘴 を 

引 傾げて、 ことん ことん と 案じて みれば、 われら は、 

これ、 余り 性の In ぃ夥 間で ない な。 

一 の 烏 いや、 悪い 事 は 少しもない。 人間から 言わせ 

れば、 善い とも 悪い とも 言おう がま まだ。 俺 はた だ 

ゆうめし あでやか 

屋の 棟で、 例の 夕飯 を 稼いで いたの だ。 処 で艷麗 な、 

奥方と か、 それ、 人間界で 言う ものが、 虹の 目 だ、 

くちばし 

虹の 目 だ、 と 云う もの を ( 嘴 を 指す) この 黒い、 

鼻の 先へ ひけら かした。 この 節、 肉 どころ か、 血 ど 

ぜいたく しょうがん ためし 

ころ か、 贅沢な 目玉な ど はついに 賞翫 した 験が な 



ほうお-つ ずい りん えら 

い。 鳳凰の 髄、 麒麟の 鰓 さえ、 世に も 稀な 珍味と 聞 

く。 虹の 目玉 だ、 や あ、 八千年 生 延びろ、 と 逆落し 

の廂の はずれ、 鵪 越 を 遣った がよ、 生命が けの 仕 

事と 思え。 鳶 なら 油揚も 攫おう が、 人間の 手に 持つ 

たま ま を 引手 繰る 段 は、 お 互に 得手で ない。 首尾よ 

く、 かちり と 銜えて な、 ス ボンと 中庭 を 抜けた は 可 

かった が、 虹の 目玉と 云う 件 の 代 もの はどう だ、 歯 

も 立たぬ。 や、 堅い の 候の。 先祖 以来、 田螺 を 突 

さた 

つくに 練え た 口 も、 さて、 がっくりと 参った わ。 お 

庇で 舌の 根が 弛んだ。 癩だ がよ、 振 放して 素 飛ば 

いたまでの 事 だ。 な、 それが 源で、 人間が 何 をし よ 



腕に、 火の 舌を搦 めて 吹いて、 右の 不思議な 花 を 

みじん あせ や ぼ 

微塵に しょうと 苛って おる わ。 野暮め がな。 はて、 

見て いれば 綺麗な もの を、 仇 花な り とも美し く 咲か 

してお けば li- い 事よ。 

三の 烏 なぞと な、 お 二め が、 体の ゆい 事 を 吐す 癖に、 

朝 烏の、 朝 桜、 朝露の、 朝風で、 朝飯 を 急ぐ 和郎 だ。 

何 だ、 仇 花な りと も、 美しく 咲かして おけば 可い 事 

だ。 からから からと 笑わせるな。 お 互に ここに 何し 

ている。 その 虹の 散る の を 待って、 やがて 食おう、 

突こう、 嘗 みょう、 しゃぶろうと、 毎夜、 毎夜、 こ 

の 間、 …… 咽喉、 嘴 を、 力 チカ チと嚙 鳴らいて お 



一 の 烏 と 云 ふ 嘴 を、 こっこつ 鳴らいて、 内々 その 

吹き 散る の を 待つ の は 誰 だ。 

二の き まま まま ま、 俺 塞 だ、 まま ま まば。 まず 口 だ 

てい い えじき 

け は 体の 可い 事 を 言うて、 その実 はお 互に 餌食 を 待 

つの だ。 また、 この 花 は、 紅玉の 蕊 から 虹に 咲いた 

\ J しき 

もの だが、 散る 時 は、 肉に なリ、 血に なり、 五色の 

はらわた あんこう 

腸 となる。 やがて 見ろ、 脂の 乗った 鮫 糠の ひも、 

という 珍味 を、 つるり だ。 

たま 

三の 烏 いつの 事 だ、 ああ、 聞いた だけで も堪ら ぬわ。 

あお 

(ばた ばた と 羽 を 煽つ。) 

二の 烏 急ぐな、 どっち 道 俺た ちの もの だ。 餌食が そ 



ぬり ぜん 

の柔 かな 白々 とした 手足 を 解いて、 木の 根の 塗 膳、 

にしきで こ 

錦 手の 木の葉の 小皿 盛と なる まで は、 精々、 咲いた 

たのし 

花の 首尾 を 守護して、 夢中に 躍 跳ねる まで、 楽 ませ 

てお かねば ならん。 網で 捕った と、 釣った とで は、 

た い くるし 

鯛の 味が 違う と 言わぬ か。 あれ 等 を 苦 ませて はな 

らぬ、 悲 ませて はならぬ、 海の 水 を 酒に して 泳がせ 

ろ。 

いす テ エブル テント 

一 の 烏 むむ、 そこで、 椅子 やら、 卓子 やら、 天幕の 

上げさげ まで 手伝う かい。 

三の 烏 あれほどの もの を、 (天幕 を 指す) 持 運びから、 

お お 

始末まで、 俺た ちが、 この 黒い 翼で 人間の 目から 蔽 



ない。 骨まで しゃぶる わ。 餌食の 無慙 さ、 いや、 ま 

ソップ うま 

た その 骨の 肉汁の 旨 さはよ。 (身震いす る。) 

一 の 烏 (聞く 半ばより、 じろ じろ と 酔 臥した る 画工 

を 見て おり) お ふた、 お 二 どの。 

二の 烏 あい。 

三の 烏 あい、 と 吐す、 魔 ものめ が、 ふてぶて しい。 

二の 烏 望みと あらば、 可愛い、 とも 鳴く わ。 

じょうだん お さっき 

一 の 烏 いや、 串戯は 措け。 俺 は 先刻から 思う 事 だ、 

待設けの 珍味 も ゆいが、 ここに 目の前に 転がった 餌 

食 はどう だ。 

三の 烏 その 事よ、 血の 酒に 酔う 前に、 腹へ 底 を 入れ 



いじきたな 

後、 大事な 舌 を 挟まれる。 やがて 意地 汚の 野良犬が 

な しゃつ よつあし せぶみ よ 

来て 舐めよう。 這 奴 四 足め に 瀬 踏 を させて、 可い と 

と リカ 力 

なって、 その後で 取蒐 ろう。 食 ものが、 悪い かして。 

脂の ない 人間 だ。 

一 の 烏 この 際、 乾 もので も 構わぬ よ。 

二の 烏 # 命 がけで 乾 もの を 食って、 一分が 立つ と 思 

たかまきえ とと 

うか、 高蒔絵のお 肴 を 待て。 

三の 烏 や、 待つ といえば、 例の 通り、 ほんのりと 薫つ 

て 来た。 

一 の 烏 おお、 人 臭い ぞ。 そり や、 女のに おいだ。 

二の 烏 はて、 下司な 奴、 同じ 事 を 不思議な 花が 薫る 



三の 烏 不便な 奴等。 

二の 烏 (手 を 取合うて) おお、 見える、 見える。 そ 

こしもと テント 

れ 侍女の 気で 迎えて やれ。 (みずから 天幕の 中より、 

とも ろうそく 

燭 したる 蠟燭を 取 出 だし、 野中に 黒く 立ちて、 高く 

かざ すそ しゃが 

手に 翳す。 一の 烏、 三の 烏 は、 二の 烏の 裾に 踞 む。) 

すすき あなた なんに よ 

薄の 彼方、 舞台 深く、 天幕の 奥 斜めに、 男女の 姿 

たちあら わ い つ わかき 

立顕 る。 一は 少 紳士、 一 は 貴 夫人、 容姿 美しく 

輝く ばか リ。 

なさけ いのち 

二の 烏 恋 も 風、 無常 も 風、 情 も 露、 生命 も 露、 別る 

すすき 

る も 薄、 招く も 薄、 泣く も 虫、 歌う も 虫、 跡 は 野原 

だ、 勝手に なれ。 (怪しき 声に て 呪す。 一 と 三の 烏、 



ひざまず ともしび 

同時に 跪 いて 天 を 拝す。 風 一陣、 灯 消 ゆ。 舞台 

一 時 暗黒。 ) 

はじめ、 月な し、 この 時 薄 月 出づ。 舞台 明くな り 

わかき 

て、 貴 夫人 も少 紳士 も、 三 羽の 烏 も 皆 見えず。 天 

幕 あるの み。 

画工、 猛然と して 覚む。 

おそ あた リ みま あわた だ え 

魘 われた る ごとく 四辺 を 拘わし、 慌 しく 画の 包 

を ひらく、 衣 兜の マッチ を 探り、 枯 草に 火 を 点ず。 

野火、 炎々。 絹地に 三 羽の 烏 あらわる。 

凝視。 

彼処に 敵 あるが ごとく、 腕 を 挙げて 睥 I す。 



画工 俺の 画 を 見ろ。 —— 待て、 しかし、 絵 か、 それ 

とも 実際の 奴等 か。 

—— 幕 —— 

大正 二 二 九 一 三) 年 七月 
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